
 

 

NO 町   名 
人 口（人） 65歳以上人口（人） 

高齢化率（％） 

前橋市 

男性 女性 計 男性 女性 計 

1 箱田町 2,389   3,031 5,870 583 740 1,323 22.54(22.15) 

2 後家町 437 441 878 59 66 125 14.24(15.08) 

3 前箱田町 713 688 1,401 180 205 385 27.48(27.30) 

4 前箱田町二丁目 199 219 418 59 79 138 33.01(33.09) 

5 川曲町 1,025 1,048 2,073 256 332 588 28.36(28.88) 

6 稲荷新田町 802 836 1,638 152 179 331 20.21(19.61) 

7 下新田町 1,790 1,913 3,703 368 445 813 21.96(21.16) 

8 上新田町 1,737 1,815 3,552 417 512 929 26.15(25.74) 

9 小相木町 1,126 1,103 2,229 222 276 498 22.34(22.14) 

10 小相木町一丁目 136 169 305 49 70 119 39.02(38.82) 

11 古市町 613 566 1,179 121 150 271 22.99(22.31) 人口計 

12 古市町一丁目 706 705 1,411 168 221 389 27.57(27.53) 
329,453人 

（330,215） 
13 古市町二丁目 20 27 47 6 9 15 31.91(41.03) 

14 江田町 1,220 1,167 2,387 235 271 506 21.20(20.70) 

15 朝日が丘町 124 144 268 29 46 75 27.99(29.46) 65歳以上人口 

16 光が丘町 312 336 648 100 122 222 34.26(35.00) 
99,639人 

（99,467） 
17 大利根町一丁目 649 738 1,387 212 272 484 34.90(35.63) 

18 大利根町二丁目 553 671 1,224 211 303 514 41.99(40.94) 

19 新前橋町 340 337 677 77 105 182 26.88(27.71) 高齢化率 

20 青葉町 316 330 646 32 27 59 9.13 (8.46) 
30.24％       

（30.12）   東地区 
15,657

(15,715) 

16,284

(16,304) 

31,941

(32,019) 

3,536

（3,524) 

4,430

(4,388) 

7,966 

(7,912) 

  24.94％                                    

（24.71) 

 

第605号 東 公 民 館 だ よ り 令和6年9月1日 

令和６年６月３０日現在の数値です。（ ）内は前年度の数値です。 

 
東
地
区
の
高
齢
化
を
考
え
る 

 

九
月
十
六
日(

月
・
祝)

は
、
敬
老
の
日
で
す
。 

前
橋
市
で
は
、
昨
年
に
比
べ
、
高
齢
化
率
（

65
歳
以
上)

が
30
％
を
超
え
て
い 

ま
す
が
、
東
地
区
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

お
元
気
な
お
年
寄
り
を
訪
ね
て 

集
団
の
中
心
的
な
人 

 

田
中
キ
ヨ
子
さ
ん
（
箱
田
町
） 

 
 

 

五
月
下
旬
、
真
夏
の
よ
う
な
午
後
、
日
課
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
滝
川

の
側
道
を
通
行
中
に
「
あ
ず
ま
林
の
広
場
」
で
休
憩
し
よ
う
と
近
づ
く

と
、
数
人
の
男
女
の
集
団
が
快
く
出
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に

話
の
輪
の
中
に
、
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
そ
う
な
開
放
的
な
雰
囲
気

で
、
休
憩
の
ひ
と
と
き
も
心
地
よ
く
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
後

日
、
伺
っ
て
も
同
様
で
し
た
。 

 

こ
の
集
団
の
始
ま
り
は
、
も
う
一
〇
年
も
前
か
ら
で
、
老
若
男
女
を

問
わ
ず
町
外
の
人
も
、
子
供
連
れ
の
人
も
、
犬
を
散
歩
す
る
人
に
も
、

挨
拶
を
交
わ
し
、
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
相
談
に
の
っ
た
り
色
々
と

話
が
で
き
る
集
団
で
す
。
そ
の
集
団
の
中
心
的
な
人
が
、
心
優
し
い
田

中
キ
ヨ
子
さ
ん
で
す
。 

 

田
中
さ
ん
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
生
ま
れ
で
米
寿
を
迎

え
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
す
。
自
宅
は
箱
田
町
で
、
長
男
夫
妻
と
お
住

ま
い
で
す
。
ご
自
身
の
健
康
維
持
の
秘
訣
を
伺
う
と
、
起
床
後
、
毎
朝

午
前
五
時
頃
家
を
出
発
、
歩
い
て
東
公
民
館
へ
行
き
ま
す
。
途
中
の

「
東
ふ
れ
あ
い
公
園
」
で
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
小
休
止
後
、

歩
い
て
帰
宅
す
る
の
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
。 

 

食
事
は
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も
お
い
し
く
食
べ
、
昼
食
前
後
の
余

暇
は
、
好
き
な
裁
縫
の
手
仕
事
も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

午
後
三
時
半
頃
に
は
、
東
小
学
校
の
南
に
あ
る
「
あ
ず
ま
林
の
広

場
」
で
、
自
然
の
涼
風
の
中
で
の
、
皆
さ
ん
と
の
語
り
合
い
か
ら
明
日

の
活
力
を
得
て
い
る
と
言
い
ま
す
。 

 

私
も
、
「
あ
ず
ま
林
の
広
場
」
に
集
う
人
々
か
ら
多
く
の
知
識
が
得

ら
れ
、
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
心
も
広
く
持
つ
こ
と
が
で
き
、
世
界

が
広
が
っ
て
楽
し
い
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
様
も
、
「
あ
ず
ま
林
の
広
場
」
の
近
く
へ
お
越
し
の
際
は
、
ぜ
ひ

立
ち
寄
っ
て
自
然
の
涼
風
の
中
で
、

ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

 

ず
ー
っ
と
広
場
の
集
い
が
続
く
よ

う
望
ん
で
い
ま
す
。 

 
な
お
、
田
中
さ
ん
の
ご
要
望
で
、

写
真
は
集
団
の
皆
さ
ん
と
の
撮
影
と

な
り
ま
し
た
。 

 

（
館
報
編
集
委
員 

小
池 

照
一
） 

      

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

卒
寿
を
迎
え
て
、
過
去
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
当
時
の
養
蚕
農
家

は
、
米
麦
養
蚕
と
言
わ
れ
朝
五
時
か
ら
夜
の
一
二
時
頃
ま
で
働
い
て
い
ま
し

た
。
私
は
若
い
頃
、
蚕
品
種
改
良
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
の
で
四
月
下
旬
か
ら

十
一
月
上
旬
ま
で
土
日
祭
日
な
く
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
新
品
種
を
近
く
の
農

家
に
依
頼
飼
育
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
日
の
作
業
が
終
え
寄
宿
に
帰
ろ
う
と
し
た
ら
、
上
司
が
こ
れ
か
ら
農
家
の

様
子
を
見
に
行
く
と
言
う
、
夜
中
の
一
二
時
過
ぎ
で
し
た
。
一
軒
の
農
家
で
蚕

室
に
明
か
り
が
点
い
て
い
て
、
嫁
さ
ん
が
桑
を
補
給
し
て
い
た
の
で
す
。
帰
り

に
、
こ
の
よ
う
な
飼
育
法
で
は
後
継
者
が
居
な
く
な
り
ま
す
と
上
司
に
進
言
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
時
は
移
り
変
わ
り
、
養
蚕
業
も
変
わ
り
想
像
つ
か
な

い
こ
と
で
す
。 

 

定
年
退
職
後
は
、
個
人
的
に
興
味
を
持
っ
た
群
馬
県
内
の
絹
産
業
遺
産
を
調

査
し
ブ
ロ
グ
に
投
稿
し
ま
し
た
。
最
初
に
尋
ね
た
場
所
は
、
「
日
本
で
最
初
の

器
械
製
糸
所
跡
地
」
で
前
橋
市
岩
神
町
に
前
橋
藩
が
明
治
三
年
九
月
に
創
業
し

た
製
糸
所
跡
で
す
。
蚕
糸
記
念
館
「
旧
国
立
蚕
糸
試
験
場
本
館
」
も
敷
島
公
園

内
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
前
橋
の
残
影
の
碑
か
ら
広
瀬
川
を
下
る
と
交
水
堰
（
交
水
社
の
取
水

堰
）
が
あ
り
ま
す
。
萩
原
朔
太
郎
の
詩
「
広
瀬
川
白
く
流
れ
・
・
・
」
は
、
こ

の
場
所
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
こ
に
佇
ん
で
い
ま
す
と
明
治
の
人
々

の
姿
が
偲
ば
れ
ま
す
。 

地
域
で
は
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
色
々
な
サ
ー
ク
ル
が
で
き
、
盆

栽
、
水
墨
画
、
写
真
、
卓
球
に
入
会
し
ま
し
た
。 

写
真
撮
影
の
テ
ー
マ
は
、
祖
母
の
言
葉
「
花
を
愛
す
る
者
に
悪
人
な
し
」
と

い
う
。
花
を
テ
ー
マ
に
、
ま
た
、
座
右
の
銘
「
老
子
曰
く
上
善
は
水
の
ご
と

し
」
水
は
総
て
の
動
植
物
を
育
む
と
い
う
こ
と
か
ら
、
水
も
テ
ー
マ
に
撮
影
し

ま
し
た
。 

 

最
近
、
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
「
断
捨
離
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
人
生
を
考
え
。
色
々
な
本
や
資
料
を
整
理
し
、
二
十
歳
時
代
に
興
味
を

持
っ
た
写
真
の
み
に
し
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
「
東
カ
メ
ラ
愛
好
会
」
に
入 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
し
多
く
の
仲
間
が
お
り
ま
す
。
特 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
親
し
く
し
て
く
れ
る
方
が
撮
影
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
計
画
し
て
く
れ
、
そ
の
時
の
作
品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
記
を
た
ど
る
と
、
初
回
が
令
和
四 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
四
月
一
日
、
桐
生
市
の
屋
敷
山
ミ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツ
マ
タ
の
群
生
地
で
過
日
の
撮
影
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
三
二
回
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑
豊
か
な
自
然
の
中
で
新
鮮
な
空 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

気
を
頂
き
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
の
目
線 

                                

で
眺
め
て
い
る
と
ボ
ケ
防
止
に
も
な 

                                

り
、
お
陰
様
で
カ
メ
ラ
人
生
を
楽
し 

                                

ん
で
い
ま
す
。 

卒
寿
を
迎
え
て 

 
 
 

小
野
功
一
さ
ん
（
前
箱
田
町
） 


